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＜連絡事項＞
・第7回院内研修を短い期間ですが以下の期間で行います。今回もレポート提出にて研修参加となります。
期間：令和4年12月16日～12月23日まで

メールに添付された研修資料を読み、レポート記載後、個人あてのメールに必ずレポートを添付して提出をお願いします。
＜患者様連絡事項＞
・角濱　義弘様～本日SWから12/28退院決定で良いかGHへ確認。その際に必要物品についても確認しています。
　　　　　　　　計画相談は移山寮　関野氏が継続となります。

＜要注目患者様＞
・小笠原文人様～足を踏み鳴らしたり、踊り出すなど奇異行動は見られるが、声掛けにて自制可能。迷惑行為への発展なし。

























・田中　文男様～両手の浮腫は持続。プログラムの声掛けに拒否はないが閉眼し無為に過ごす。トイレには移動するが自力で排尿せず失禁見られている。主治医からレポート作成の指示がある為、日中離床しレポート作成を勧めて下さい。

























＜田名部Dr診察情報・担当患者様検討＞
・高橋　義明様～病棟の本へボールペンで書き込みがあった事を情報提供。夜間の睡眠はとれており、首の痛みもないとの事。主治医から病棟物品への書き込みに対し指導受け、日課やプログラムには参加するよう説明受けている。カロナールは同内容処方となっている。
・畑中　成夫様～特定女性スタッフに執着し、相手を追いかける・相手の話を信じない様子がみられ、介入にも神発言が聞かれる事を情報提供。本人からも、担当スタッフに女性スタッフとの関係を指導されているが、今朝も2：30に起きて相手の様子を確認する事があったと報告される。主治医からも女性スタッフへの接近について指導受けているが、「自分は神で誰よりも偉いんです」との発言あり。今後施設を検討したいのであれば、女性への接近をやめるよう、再度指導受けている。
・民部田和哉様～陰部の吹出物による疼痛は持続していると訴えがあり、エキザルベ軟膏1本処方。口腔内壁にも口内炎と思われる出来物があるが、軟膏処方は拒否があり、ノイロビタン　3錠　3×毎食後　7日分処方。

排尿困難の訴え持続しているが、排尿に対する処方は拒否。処方内容調整中である為、そのまま様子をみるよう指示を受けている。物の貸し借りに対して指導受けている。
・板橋　利美様～身体の痛みは変わらず、四肢の浮腫はないが、手が痛くて握る事ができない日もあると訴える。夜間の睡眠はとれており、プログラムにも参加出来ている為、無理の内容継続していくよう説明。
・釜谷　茂春様～足のざらざらする感じは大分改善したと話す。

退院に関しては、ご家族と今後について話し合っている事を伝え待つよう説明。本人は家に帰っても飲酒は抑えられると思うと話しており、自宅へ戻れるよう調整していくことを主治医から伝えている。記憶力の低下は自覚あり、飲酒は行わないよう繰り返し指導受けている。
・吉田　守幸様～体調に変わりはなく夜間の睡眠もとれている。日中の過ごし方を質問受けると、「寝ている」と話す為、日中離床するよう指導受けている。
・三浦みよ子様～身体の調子は変わらず、気分も安定している。スマホ修理については、妹様へ依頼している為、外出は控えるよう説明受けている。
・太田　富夫様～排便は漢方減薬にて落ち着いたと話しており、処方は同内容継続。両下肢の初赤はデルモゾールDP軟膏塗布にて改善傾向にある事から、そのまま塗布し様子をみるよう指示あり。今後の方針として、本人はGH入所で意思は変わらないと話す。デルモゾールDP軟膏1本処方。
・高橋　伸治様～プログラムには参加し、手の運動も行っていると報告。日にちを尋ねられると、正確に答える事は出来ているが、西暦は分からないと話す。
・池田　康憲様～夜間の睡眠はとれている。腹痛の訴えはない。足の痛みは変わらず、時々足が硬直する事があると訴え、ノイロビタン2錠　2×朝夕食後　7日分処方。

「家の事が気になる」と話しているが、自宅修理の必要性は理解している。
・久保　興介様～歯痛があり入眠に苦労する場合があると報告。階部の歯科受診は感染状況を踏まえ難しい為、当院歯科受診を待つよう説明あり。ポンタールカプセル継続処方となる。オランザピン減薬後も落ち着いて過ごす事は出来ている。
・小豆畑裕介様～部屋にいるとずっと幻聴があり、内容が怖い場合もあるが、字が変に見える事は改善したと話す。内服変更後から脱力感の訴えも聞かれている為、処方変更する事を説明。夜間空腹により眠れない時があると訴え、3食ご飯（大盛り）へ食事変更。バリカンの貸し借りについて指導受けている。

ブロナンセリンoff、オランザピンOD（10）1T　1×夕、リスパダールOD（2㎎）2T　2×朝夕食後　追加。

12/22　ハロマンス（100）1A筋注指示あり。
